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大
矢
透
以
前
の
史
的
五
十
音
図
研
究

五
十
音
図
を
研
究
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

や
視
点
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
歴
史
的
に
こ
れ
を
研
究
し
た
も
の
、
と
い
う

こ
と

で
言
え
ば
、
ま
ず
我

々
が
思

い

つ
く

の
は
、
馬
淵
和
夫

（
一
九
九

一こ

・
山
田
孝
雄

（
一
九
二
八
）
。
大
矢
透

（
一
九

一
八
）
で
あ
ろ
う
。
大
矢

透
以
前
に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄

（
一
九
三
八
　
エハ
～
七
頁
）
に
は
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。

こ
の
大
矢
氏
の
そ
の
著
の
先
縦
を
鶯
し
た
も
の
は
文
學
博
士
佐
藤
誠
賞

で
、
氏
は
之
を
明
治
二
十
五
年
八
月
の
大
八
洲
雑
誌
に
嚢
表
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
前
に
は
榊
原
芳
野
が
明
治
十

一
年
の
文
藝
類
纂
の
字
志
上

に
五
十
音
固
諸
證
と
し
て
少
し
く
述
ぶ
る
所
あ
る
を
見
る
。
更
に
遡
れ

ば
、
平
田
篤
胤
の
古
史
本
辞
経
に
於
い
て
之
を
論
ず
る
を
見
る
。

大
矢
透

（
一
九

一
八
）
に
は
、

此
の
篇
の
編
述
を
了
れ
る
ま
で
に
は
、
故
谷
森
善
臣
翁
よ
り
は
、
貴
重

な
る
材
料
を
附
興
せ
ら
れ
、
文
學
博
士
大
槻
文
彦
、
田
中
勘
兵
衛
、
山

田
孝
雄
、
橋
本
進
吉
、
高
野
辰
之
、
福
井
久
蔵
等
の
諸
氏
よ
り
、
材
料

岡

昭

浩

を
供
給
せ
ら
る
る
の
み
な
ら
ず
、
種
々
懇
篤
な
る
注
意
を
辱
く
せ
る
こ

と
は
、
編
者
の
感
謝
に
堪

へ
ぎ
る
と
こ
ろ
な
り
。
（凡
例
）

先
づ
兼
て
故
文
學
博
士
佐
藤
誠
賞
翁
、
之
を
集
め
て
、
雑
誌
大
八
洲
に

載
せ
た
り
し
を
基
礎
と
し
て
、
其
の
国
の
蒐
集
を
企
て
た
り
き
。
然
る

に
幸
ひ
に
、
多
年
、
此
の
図
の
事
に
心
を
用
ゐ
ら
れ
じ
故
谷
森
善
臣
翁
、

其
の
他
の
諸
先
輩
に
よ
り
て
、
研
究
上
最
も
重
要
な
る
敷
国
を
加
ふ
る

を
得
、
又
偶
名
沿
革
史
料
蒐
集
の
際
、
国
ら
ず
得
た
る
も
あ
り
、
Ｔ
一

～
四
頁
）

と
あ
る
が
、
本
文
に
あ
た

っ
て
も
、
ど
の
部
分
が
先
学
に
よ
る
も
の
で
あ
る

の
か
が
分
明
で
な
い
。
現
在
の
学
術
論
文
の
よ
う
に
、
明
瞭
に
そ
れ
を
示
す

習
慣
の
な
か

っ
た
時
代
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
岡
島

（
二
〇
〇
三
）
で

見
た
よ
う
に
、
大
矢
透

（
一
九

一
八
）
の

「
第
二
章

阿
女
都
千
詞
」
で
引

用
し
た
文
献
を
、
「
第
二
章

大
為
爾
歌
」
で
も
引
用
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ

る
の
に
引
用
し
な
い
た
め
に
、
大
矢
透

（
一
九

一
八
）
以
前
に
は
大
為
爾
歌

に
言
及
し
た
文
献
が
な
い
か
に
見
え
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で

島



あ
る
。

大
矢
透
が
、
五
十
音
図
の
史
的
研
究
史
上
に
お
い
て
、
ど
う
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
か
は
、
大
矢
透
以
前
に
ど
こ
ま
で
研
究
が
進
ん
で
い
た
の
か
を
見
る

こ
と
な
く
し
て
語
る
こ
と
は
出
来
ず
、
本
稿
の
目
的
は
、
そ
の

一
端
を
探
る

こ
と
に
あ
る
。

堀
秀
成
等
、
い
わ
ゆ
る
音
義
派
の
も
の
を
見
て
い
る
と
、
五
十
音
図
の
史

的
研
究

に
は
殆
ど
関
心
が
な
い
か
に
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
橘
守
部
は
、

『
五
十
音
小
説
』
冒
頭
で
、
「
此
五
十
連
音
は
誰
が
作
な
ど
云
べ
き
物
に
あ
ら

ず
」
と
書
い
て
い
る
。
神
授
説
を
と
る
の
も
同
様
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
学

者
が
皆
そ
う
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

音
義
派
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
平
田
篤
胤
は
、
『
古
史
本
辞

経
』
（文
政
二
年
序
）
で
五
十
音
図
の
太
古
の
姿
を
考
え
る
た
め
に
、
当
時

残

っ
て
い
た
五
十
音
図
を
い
く

つ
か
挙
げ
て
い
る

（五
位
十
行
が
完
備
し
て

い
る
も
の
で
な
く
と
も
、
「
五
十
音
図
」
の
中
に
含
め
て
挙
げ
る
。
本
稿
で

主
に
述
べ
る
谷
森
善
臣
は
、
「
カ
ケ
コ
ク
キ
、

ハ
ヘ
ホ
フ
ヒ
、
ラ
レ
ロ
ル
リ

等
と
見
え
た
る
は
、
当
時
斯
在
る
音
図
の
世
に
行
は
れ
し
に
依
て
、
然
説
出

さ
れ
た
る
者
な
る
べ
き
」
「
五
十
音
図
纂
』
第
九
寿
永
音
図
の
条
）
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
）
。

荷
田
家
に
伝
わ
る
も
の

。
『
下
総
本
和
名
類
衆
抄
』
の
巻
首
に
あ
る
も

の

・
『
管
絃
音
義
』
・
『
倭
片
仮
名
反
切
義
解
』

な
ど
で
あ
る
が
、
「
誤
図
」
の
発
生
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
な
ど
、
史
的
研

究
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。
韻
鏡
の

「
五
音
五
位
之
次
第
」
に
つ
い
て
も
、

寛
永
五
年
版

。
同
十
八
年
版

・
明
暦
二
年
版

・
寛
文
二
年
版

・
元
禄
六
年
版

翁
校
正
韻
鏡
し

。
同
九
年
版
を
比
較
し
て
い
る
。
『
和
字
正
濫
抄
』
『
和
字
大

観
妙
』
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
『
日
本
書
紀
通
證
』
も
参
照
し
て
お
り
、
多
数
の
五
十

音
図
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

篤
胤
と
違

っ
て
神
代
文
字
を
否
定
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
伴
信
友
は
、

『
仮
字
本
末
』
で
、
片
仮
名
を
説
く
際
に
五
十
音
図
を
い
く

つ
か
示
し
て
い

る
。
『
倭
片
仮
名
反
切
義
解
』
『
天
文
本
和
名
類
衆
抄
』
『
古
今
集
註
』
『
古
今

袖
中
抄
』
『
繹
日
本
紀
』
「
越
後
国
伊
夜
比
子
神
の
社
司
の
家
に
文
明
九
年
に

写
せ
る
神
代
文
字
な
り
と
云

へ
る
五
十
連
音
図
」
を
挙
げ
て
い
る
。

明
治
に
入
り
、
榊
原
芳
野

『
文
芸
類
纂
』
（明
治
十

一
年
）
の

「字
志
」

上
に
も
、
五
十
音
図
を
挙
げ
て
あ
る
。

『
袖
中
抄
』
・
『管
絃
音
義
』
【文
治
元
年
著
】
所
載
自
序

・
『
天
文
本
和

名
抄
』
。
『
釈
日
本
紀
』
・
『倭
片
仮
字
反
切
義
解
』
・
越
後
国
蒲
原
郡
伊

夜
比
子
神
社
に
伝
ふ
る
所

【
仮
字
本
末
に
援
く
と
こ
ろ
】

佐
藤
誠
実

（
一
八
九
二
）
で
は
、

『
倭
片
仮
字
反
切
義
解
』
『
管
絃
音
義
』
「
一中
歴
』
『
天
文
本
和
名
抄
』

『韻
鏡
開
奮
』
『
和
字
正
濫
砂
』
『
和
字
大
観
妙
』
『
釈
日
本
紀
』
『
金
光

明
最
勝
王
経
音
義
』
『
悦
目
抄
』

を
挙
げ
る
。
近
世
期
の
も
の
の
ほ
か
に
、
『金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
が
加

わ

っ
て
い
る
の
が
目
を
引
く
。
こ
の

『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
は
山
川
真

清

（源
真
清
）
の
蔵
書
で
あ

っ
た
も
の
を
、
横
山
由
清
が
写
し
、
さ
ら
に
黒

河
春
村

・
木
村
正
辞

・
森
立
之
と
い
っ
た
人
が
考
証
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
国

学
者
た
ち
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
安
政
七
年
二
月
十

日
の
黒
河
春
村
識
語
に
よ
れ
ば

（九
州
大
学
文
学
部
蔵
の
昭
和
八
年
写
本
に



よ
る
。
浜
野
知
三
郎
氏
蔵
本
を
写
し
た
も
の
）、
そ
の
時
点
で
す
で
に
山
川

真
清
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
新
宮
藩
の
蔵
書
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

佐
藤
誠
実
は
、

此
五
十
音
の
古
く
見
え
た
る
は
、
我
が
是
ま
で
見
し
書
の
中
に
て
は
、

承
暦
三
年
に
写
せ
る
、
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
に
、
五
十
音
の
濁
音
を

挙

げ

て
、
婆

毘

父

（夫
）
倍

菩

駄

（堕
）
地

（時
）
頭

（徒
）
弟

【中
欠
】
我

（向
）
義

（疑
）
具

（求
）
下

（夏
）
吾

（五
）
坐
自

（事
）

受
是
増
と
あ
れ
ど
、
偽
書
な
る
べ
し
。

と
記
し
、
こ
れ
を
偽
書
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
横
山
由
清
の

写
本
は
、
最
終
丁
を
写
し
て
お
ら
ず

「五
音
又
様
」
「
五
音
」
な
ど
は
見
え

な
い
。
さ
て
、
後
に

『音
図
及
手
習
詞
歌
考
』
を
書
く
大
矢
透
は
、
明
治
三
十

一

年
、
『学
窓
余
談
』
（第

一
巻
第
二
号
）
に

「五
十
音
」
と
題
し
た
文
を
発
表

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
十
音
図
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
の

配
列
等
を
考
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
「佐
藤
誠
実
翁
の
列
挙
せ
る
も
の
に
就

き
て
、
行
列
の
異
同
を
比
較
」
し
て
い
る
。
袖
中
抄

。
管
絃
音
義

。
二
中

歴

・
倭
片
仮
字
反
切
義
解

・
天
文
本
和
名
抄

・
韻
鏡
開
奮
を
ま
ず
挙
げ
る
わ

け
だ
が
、
ア
ヤ
ワ
行
を
論
じ
る
部
分
で
は
、

『
天
文
本
和
名
抄
』
『管
絃
音
義
』
「
一中
歴
』
『倭
片
仮
字
反
切
義
解
』

『韻
鏡
開
査
』
『和
字
正
濫
抄
』
『和
字
大
観
抄
』
『字
音
仮
字
用
格
』

を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
ほ
か
に
、
「賀
茂
真
淵
語
音
考

（
マ
マ
と

「漢
字
三

音
考
」
「
あ
ゆ
ひ
抄
」
「谷
川
士
清
日
本
通
證

（
マ
マ
）
及
和
訓
栞
」
「奥
義

妙
」
「袖
中
抄
」
を
引
用
し
て
い
る
。
「詳
細
は
佐
藤
氏
五
十
音
考
、
榊
原
芳

野
の
文
芸
類
纂
、
伴
信
友
の
仮
字
本
末
な
ど
合
考
し
て
知
る
べ
し
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
さ
ほ
ど
多
く
の
五
十
音
図
を
集
め
て
は
い
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
よ
り
早
く
、
大
矢
透
や
佐
藤
誠
実
よ
り
多
く
の
五
十
音
図
を

集
め
て
い
た
人
が
い
た
。
上
に
引
い
た

『音
図
及
手
習
詞
歌
考
』
の
文
章
中

に
も

「多
年
、
此
の
図
の
事
に
心
を
用
ゐ
ら
れ
じ
故
谷
森
善
臣
翁
」
と
さ
れ

る
、
谷
森
善
臣
で
あ
る
。

谷
森
善
臣
の
書
き
残
し
た
も
の
は
、
さ
ほ
ど
多
く
刊
行
さ
れ
て
は
い
な
い
。

稿
本
が
多
く
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

『谷
森
靖
斎
翁
雑
稿
』
と
い
う
名
で
整
理
さ
れ
て
い
る
随
筆
は
、
天
保
十
四

年
か
ら
明
治
四
十
年
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
時
々
の
谷
森
善

臣
の
関
心
を
追
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
。

『靖
斎
翁
雑
稿
』
の
第
十
三
冊

「十
郎
」
は
、
表
紙
に

「
明
治
十

一
年
七

月
」
と
記
し
て
あ
り
、
こ
こ
に
あ
る
程
度
纏
ま
っ
た
五
十
音
図
に
関
す
る
記

述
が
あ
る
。
上
記

『文
藝
類
纂
』
は

「明
治
十

一
年

一
月
」
と
見
返
し
に
あ

り
、
そ
の
頃
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

『文
藝
類
纂
』
字
志
を

見
た
の
が
、
善
臣
の
抄
記
の
契
機
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
抄
記
は
、

『文
藝
類
纂
』
を
引
き
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
足
が
か
り
に
文
献

を
渉
猟
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『文
藝
類
纂
』
も
引
く

『管
絃
音
義
』
に

始
ま
り
、
「神
字
日
文
伝
に
載
す
る
処

阿
比
留
伝
ふ
る
神
字
」
「和
名
類
衆

抄
古
本
巻
首
に
載
せ
た
る
五
十
音
図
」
『倭
片
仮
名
反
切
義
解
』
「寛
永
五
年

刻
ま
た
寛
永
十
八
年
刻
の
韻
鏡
の
巻
首
に
載
た
る
五
音
五
位
次
第
と
標
せ
る

五
十
音
図
」
軍
“意
考
』
『
日
本
書
紀
通
證
』
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
、
さ
ら
に

『金
光



明
最
勝
王
経
音
義
』
に
触
れ
て
別
の
記
事
が
入
っ
た
あ
と

『金
光
明
最
勝
王

経
音
義
』
を
詳
し
く
記
し
、
さ
ら
に

『和
字
正
濫
抄
』
「大
槻
茂
禎
の
記
せ

る
皇
国
五
十
音
排
に
見
え
た
る
処
」
翁
西
音
発
微
』
の

一
部
）
を
挙
げ
る
。

つ
ま
り
、
明
治
二
十
五
年
の
佐
藤
誠
実
よ
り
も
早
く
、
『金
光
明
最
勝
王
経

音
義
』
を
、
明
治
十

一
年
の
時
点
で
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

谷
森
善
臣
は
、
そ
の
後
も
五
十
音
図
に
つ
い
て
の
考
証
を
た
び
た
び
行

っ

て
い
る
。
明
治
十
三
年
に
書
き
始
め
た
と
思
わ
れ
る

『声
韻
図
孜
』
も
そ
れ

で
あ
る
し
、
「明
治
十
二
年
起
草
」
と
あ
る

『
五
音
借
名
』
も
そ
れ
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
何
度
か
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
最
終
稿
と
思
わ
れ

る
も
の
が
、
『
五
十
音
図
纂
』
（整
理
番
号
‥
谷

一
〇
七
）
で
あ
る
。
明
治
二

十
五
年
に
序
を
書
き
、
最
後
に

「
明
治
廿
八
年
十
月
十
七
日
校
訂
詑
」
と
あ

り
、
さ
ら
に
明
治
四
十
年
頃
の
付
記
が
あ
る

（後
述
）。
同
名
の

『
五
十
音

図
纂
』
（谷
二
五
）
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
一
段
階
前
の
稿
本
で
あ
り
、

途
中
が
と
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、　
一
部
は
そ
の
ま
ま

「谷

一
〇
七
」
へ
綴

じ
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
こ
の

「谷
三
五
」
が
、
何
時
の

時
点
で
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
時
点
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
音
図
を
見
い
だ

し
て
い
た
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

明
治
四
十
年
の
付
記
が
こ
の
書
に
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
五
十

音
図
を
集
め
た
も
の
と
し
て
は
最
終
的
な
姿
と
思
わ
れ
る

『
五
十
音
図
纂
』

（谷

一
〇
七
）
を
中
心
に
見
て
行
く
こ
と
と
す
る

（『真
名
五
十
字
稿
』
は
五

十
音
図
を
集
め
た
も
の
で
は
な
い
。
）。
な
お
、
五
十
音
図
を
集
め
る
、
と

言

っ
て
も
、
そ
の
音
図
は
、
文
献
な
ど
に
載
せ
ら
れ
た
そ
の
ま
ま
の
姿
で
は

な
く
、
文
献
に
見
ら
れ
る
断
片
な
ど
か
ら
善
臣
が
再
構
築
し
た
音
図
を
集
め

た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
音
図
の
種
類
は
、
文
献
に
よ

っ
て
で
は
な

く
、
配
列
の
し
か
た
と
使
わ
れ
て
い
る
文
字
に
よ

っ
て
決
ま
る
。
こ
れ
は
大

矢
透
も
似
た
考
え
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
え
る

（「
五
十
音
図
證
本
」
の
第
九

図
参
照
）
。

さ
て
、
岡
島

（
二
〇
〇
三
）
で
、
善
臣
の
研
究
を

「
平
田
篤
胤
と
は
違

っ

て
歴
史
的
に
」
と
書
い
た
の
は
、
二
重
の
意
味
で
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。　
一
つ
は
、
篤
胤
も
歴
史
的
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
善
臣

も
理
念
的
な
部
分
を
多
く
持

つ
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
谷
森
善
臣
は
、
平
田
篤
胤
同
様
、
神
代
文
字
の
存
在
を
肯
定
し
て

い
た
こ
と
を
押
さ
え
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
後
に
研
究
史

上
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
五
十
音
図

を
収
集
し
た
事
実
を
以
下
に
見
て
行
き
た
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
善
臣
は
、
五
十
音
図
の
第

一
図
と
し
て
、
篤
胤

『神
字
日
文
伝
』

に
掲
げ
る

「
ウ
オ
イ
エ
ア

・
ア
マ
ヤ
カ
ナ
ラ
タ
ハ
サ
ワ
」
順

（以
下
五
十
音

図
の
配
列
を
述
べ
る
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
「
母
音
の
順
序

。
子
音
の

順
序
」
で
記
す
）
の
図
を
挙
げ
、
ヨ
ロ
日
本
の
大
八
洲
国
に
上
古
神
聖
の
創

製

ら
し
し
声
字
の
宝
典
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
篤
胤
が

『
古
史
本
辞
経
』

で
説
を
変
え
て
、
こ
の
図
を

「応
神
天
皇
の
御
代
に
編
製
れ
る
者
な
ら
む
と

云
れ
た
り
し
は
前
説
に
違
ひ
て
甚
じ
き
謬
論
な
り
」
と
難
じ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
「
平
田
翁
は
此
僻
弁

（伴
信
友

『神
代
字
弁
り

に
驚
か
さ
れ
て

…
…
翁
の
持
論
に
違
ひ
た
る
僻
論
を
も
捏
出
さ
れ
た
り
け
り
」
と
書
い
て
い

る
。
谷
森
善
臣
は
伴
信
友
の
弟
子
と
さ
れ
る
が

（『
国
学
者
伝
記
集
成
続
編
』

な
ど
）
、
文
字
や
音
図
に
つ
い
て
は
篤
胤
か
ら
の
影
響
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。



善
臣
は
、
信
友
と
篤
胤
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
伴
翁
は

退
思
に
専
に
し
て
進
取
に
乏
し
く
、
平
田
翁
は
進
取
に
急
に
し
て
退
思
に
乏

し
。
是
二
家
の
交
義
を
全
く
為
匡
在
り
し
原
由
な
ら
ん
と
窃
に
致

へ
ら
る
る

な
り
」
。

な
お
、
善
臣
は
後
に
こ
の

「
ア
マ
ヤ
カ
ナ
ラ
タ
ハ
サ
ワ
」
を

「
ア
サ
ハ
タ

カ
ナ
ラ
ヤ
マ
ワ
」
と
訂
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
よ
う
で
、
そ
の
旨
、
付
箋

が
し
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
古
図
」
を
訂
す
る
態
度
が
あ

っ
た
こ
と
も
、

善
臣
の
学
の
あ
り
か
た
と
し
て
押
さ
え
て
置
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

第
二
図
は
、
岡
部
春
平

『
茶
記
贅
言
』
（嘉
永
六
年
刊
）
に
載
せ
る

「出

雲
国
出
雲
郡
日
御
埼
社
神
庫
に
伝
は
れ
る
真
名
走
書
の
五
十
音
譜
」
で
あ
る

（善
臣

の
言
う

「
真
名
」
は
神
代
文
字

「比
布
美
」
の
こ
と
）
。
こ
れ
は
、

「
ア
イ
ウ
エ
オ

・
ア
カ

ハ
サ
タ
ナ
ラ
マ
ヤ
ワ
」
で
、
ア
行
の
次
に
清
濁
の
区

別
を
有
す
る
行
を
次
第
し
た
と
こ
ろ
を

「
音
声
の
本
末
清
濁
を
剖
析
た
る
者

な
る
が
如
し
」
と
し
て
い
る
。
ア
イ
ウ
エ
オ
の
順
で
は
あ
る
が
、
行
の
順
に

よ

っ
て
第
二
図
よ
り
も
古
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

第
二
図
は

「
天
平
音
図
」
。
『
倭
片
仮
名
反
切
義
解
』
の

「
ア
イ
ウ
エ
オ

・

ア
ワ
ヤ
タ
ナ
ラ
ハ
マ
カ
サ
」
は
、
吉
備
真
備
が
そ
の
よ
う
に
並
べ
た
も
の
が

伝
わ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
「
天
平
音
図
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
平
田

篤
胤
も
引
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
目
新
し
く
は
な
い
が
、
こ
の
第
二
図
の

参
考
資
料
と
し
て

「
承
暦
三
年
四
月
に
録
せ
り
し
金
光
明
経
略
音
義
に
載
在

る
濁
音
借
字
」
が
出
て
く
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
佐
藤
誠
実

（
一
八
九
二
）

も
取
り
上
げ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
善
臣
は
早
く
明
治
十

一
年
の
時
点
で
抄

記
し
て
い
た
。
こ
れ
は
バ
ダ
ガ
ザ
の
順
序

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
「
天
平

音
図
」
か
ら
濁
音
行
の
み
を
抜
き
出
し
た

「
ダ
バ
ガ
ザ
」
の

「
ダ
バ
」
が
前

後
し
た
も
の
と
考
え
て
、
こ
の

「
天
平
音
図
」
の
参
考
図
と
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
は
最
終
丁
が
写
さ
れ
て
い
な
い
形
で
知

ら
れ
て
い
た
の
で
、
「
五
音
又
様
」
（
ア
イ
ウ
エ
オ

・
ラ
ワ
ヤ
ア
マ
ナ
／

ハ
タ

カ
サ
）
「
五
音
」
（
ア
エ
オ
ウ
イ

・
ハ
タ
カ
サ
／
ラ
ナ
マ
ア
ワ
ヤ
）
は
資
料
に

入

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
知

っ
て
い
れ
ば
、
バ
ダ
ガ
ザ
の
順
序
の
捉
え
方
も

違

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
え
る
。
「
五
音
又
様
」
「
五
音
」
は
、

清
濁
の
区
別
を
有
す
る
行
か
否
か
で
配
列
し
て
い
る
の
で
、
善
臣
が
こ
れ
を

見
て
い
れ
ば
第
二
図
の
中
に
入
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
が
、
「
ア

エ
オ
ウ
イ
」
の
順
序
に
つ
い
て
は
第
九
図
と
の
関
係
を
考
え
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
条
下

で
は
、
吉
備
真
備

の
時
代
に
は
悉
曇
学
は
な
い
の
で

「
天
平
音
図
」
に
は
悉
曇
学
の
影
響
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
力
説
し
て
い

Ｚつ
。第
四
図
は

「承
平
音
図
」
で
、
「和
名
類
衆
妙
古
本
の
巻
首
に
載
て
伝
は

り
た
る
図
」
で
あ
る
。
「
ア
イ
ウ
エ
オ

・
ラ
マ
ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
ワ
ヤ
」。
平
田

篤
胤
が
見
た
下
総
の
平
山
満
晴
蔵
の
天
文
本
は
、
狩
谷
枚
斎
も
見
た
本
で
そ

の
写
本
は
残
る
が
、
下
総
本
そ
の
も
の
は
所
在
未
詳
の
よ
う
で
あ
る
。

第
五
図
は

「長
和
音
図
」
で
、
『
五
韻
次
第
』
に
載
せ
ら
れ
た
図
で
、
後

に
大
矢
透
が
最
古
の
五
十
音
図
と
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
矢
透
も

「此

の
書
は
、
谷
森
翁
の
所
蔵
」
と
し
て
い
る
が
、
五
十
音
図
研
究
史
に
お
い
て

谷
森
善
臣
が
登
場
す
る
の
は
、
こ
の

『
五
韻
次
第
』
の
所
蔵
者
と
し
て
の
み

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、
芝
家
蔵
本

（寛
文
五
年
写
本
）
を
写

し
た
も
の
で
、
後
に
山
田
孝
雄

（
一
九
三
八
）
で
は
、
そ
の
寛
文
写
本
に
よ



り
、
善
臣
の
誤
写
等
が
訂
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
第
五
図
の
条
下
に
は
、
林
崎
文
庫
蔵
の

『
仮
名
遣
近
道
』
に
載
せ
る

音
図
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は

『
五
韻
次
第
』
の
音
図
と
配
列

も
万
葉
仮
名
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
矢
透
は
こ
の
図
に
つ
い
て
も

「
谷
森
善
臣
氏
の
手
写
せ
る
も
の
に
よ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
林
崎
文
庫
本

は
他
本
と
比
べ
て
オ
ヲ
の
所
属
が
正
し
い
こ
と
な
ど
に
着
目
し
て
い
る
。
神

宮
文
庫
蔵
の

『
仮
名
遣
近
道
』
は
、
『
国
語
学
大
系
』
の

『
仮
名
遣
近
道
』

に
対
校
本
と
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、
オ
ヲ
所
属
は
、
橋
本
進
吉
蔵
写
本
に
同

じ
く
、
「
所
属
の
正
し
い
」
位
置
に
あ
る
。
翁
国
書
総
目
録
』
や

『
神
宮
文

庫
図
書
目
録
』
２

九
二
二
）
に
載
せ
る
の
は
元
文
四
年
書
写
の
も
の
の
み

で
あ
る
が
、
中
山
綾
子

（
一
九
六
五
）
に
よ
れ
ば
、
神
宮
文
庫
蔵

『
仮
名
遣

近
道
』
に
は
二
本
が
あ
る
。
ま
た
、
木
枝
増

一

（
一
九
二
三
）
を
も
参
照
）

第
六
図
は

「
寛
治
音
図
」
で
、
明
覚
の

『
反
音
作
法
』
に
載
せ
る
音
図
で

あ
る
。
「
ア
イ
ウ

エ
オ

・
ア
カ
サ
タ
ナ
ラ
ハ
マ
ヤ
ワ
」
。
嘉
暦
三

（
一
三
二

八
）
年
の
古
写
本
に
依

っ
た
と
い
う
。
大
矢
の
第
四
図

「
異
本
反
音
作
法
に

記
し
た
る
も
の
」
に
近
い
が
、
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、

ワ
の
仮
名
を

「
禾
」

と
す
る
の
は

「京
都
市
田
中
勘
兵
衛
氏
所
蔵
四
半
粘
葉
装
本
」
に
近
い
。

マ

の
仮
名
を

「
丁
」
に
近
く
し
な
い
の
は
神
尾
文
次
郎
氏
蔵
本
に
近
い
よ
う
で

あ
る
が
、
本
文
中
で
は

「
丁
」
に
近
く
書
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
善

臣
が
田
中
勘
兵
衛
の
蔵
本
に
よ

っ
て
い
る
可
能
性
は
高
か
ろ
う
。
大
矢
透
の

第
二
十
図
も
田
中
本

『
反
音
作
法
』
の
巻
末
に
載
せ
る
も
の
で
あ
り
、
第
二

十
図
の
説
明
中
に
そ
の
図
の
直
後
に
あ
る
書
写
識
語
を
の
せ
る
が
、
こ
れ
は

善
臣
の
引
く
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
嘉
暦
三
年
の
識
語
で
あ
る
。
善
臣
も
こ
の
図

∩
ア
イ
ウ
エ
オ

・
タ
ナ
カ

マ
サ
ハ
ラ
ワ
ヤ
ア
し

を
見
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
、
言
及
し
て
い
な
い

（田
中
勘
兵
衛
は
善
臣
の
教
え
を
受
け
た

人
物

で
あ
る
。
川
瀬

一
馬

（
一
九
八
二
‥

一
五
三
頁
）
参
照
。
川
瀬

一
馬

（
一
九
八
二
‥
二

一
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
田
中
勘
兵
衛
の
考
証
随
筆
は
、
「
太

郎
」
「
次
郎
」
ヨ

一郎
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
い
、
こ
れ
は
善
臣

の
も
の
と
同
様
の
命
名
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
所
在
不
詳
と
の
こ
と
で
あ

る
）
。な

お
、
田
中
本
の

『
反
音
作
法
』
は
、
川
瀬

（
一
九
八
二
）
の
七
三
頁
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

（
二
〇
〇
〇
）
の
三
二
七
頁
に
あ
り
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
未
見
で
あ
る
。

第
七
図
は

「
承
徳
音
図
」
で
、
第
六
図
と
同
じ
明
覚
の

『梵
字
形
音
義
』

に
載
せ
る
も
の
で
あ
る
。
宝
永
二
年
の
写
本
に
よ
る
も
の
と
い
う
。
「
ア
イ

ウ

エ
オ

・
ア
カ
サ
タ
ナ

ハ
ワ
ヤ
ラ
マ
」
で
、
第
八
図

「
仁
平
音
図
」
と
配

列

・
万
葉
仮
名
と
も
に
同
じ
で
あ
る
の
で
、　
一
つ
に
纏
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、

天
台
の
悉
曇
家
で
あ
る
明
覚
が
こ
れ
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
別
立
て

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
八
図

「
仁
平
音
図
」
は
、
『密
宗
肝
要
抄
』
で
、
醍
醐
寺
三
宝
院

の
も
の
を

「京
都
友
人
の
贈
り
お
こ
せ
た
る
者
」
で
あ
る
と
い
う
。
大
矢
透

の
第
十
三
図
で
は
、
田
中
勘
兵
衛
氏
が
醍
醐
寺
三
宝
院
の
も
の
を
抄
出
し
た

も
の
に
よ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
善
臣
の
い
う

「京
都
友
人
」
は
、
第

六
図
の
こ
と
を
考
え
て
も
田
中
勘
兵
衛
の
周
辺
人
物
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思

わ
れ
る
。
な
お
田
中
勘
兵
衛
は
、
安
政
四
年
、
十
九
歳
の
時
に
四
十

一
歳
の

善
臣
に
入
門
し
て
い
て
、
「
友
人
」
は
田
中
勘
兵
衛
本
人
で
は
な
い
よ
う
に



思
わ
れ
る
。
中
田
祝
夫

（
一
九
六
九
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
遠
藤
嘉
基

（
一

九
五
二
‥
六
～
八
頁
）
同

（
一
九
四
九
）
が
原
本
を
調
査
し
た
も
の
に
よ
る

と
、
大
矢
透

（
そ
れ
を
引
用
す
る
山
田
孝
雄
も
）
の

「
阿
伊
烏
衣
於

（
ア
イ

ウ
エ
ヲ
）

・
和
為
干
恵
遠

（
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
こ

と
し
て
い
る
も
の
が
、
「
ア
イ

ウ
エ
ヲ

・
ワ
ヰ
ウ
エ
ヲ
」
で
あ
る
と
い
う
。
善
臣
も
大
矢
透
と
同
じ

「
ア
イ

ウ
エ
ヲ

・
ワ
ヰ
ウ
エ
オ
」
で
あ
り
、
同
じ
抄
出
本
に
よ

っ
て
い
る
可
能
性
を

感
じ
る
。
た
だ
し
、
『靖
斎
翁
雑
稿
』
の
第
二
十
二
冊

「
餘
六
」
に
は
、
模

写
と
思
わ
れ
る
も
の
が
挟
み
込
ん
で
あ
り
、
こ
れ
で
は

「
ア
イ
ウ
エ
ヲ

・
ワ

ヰ
ウ
エ
ヲ
」
と
な

っ
て
い
る
。

第
九
図

「寿
永
音
図
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
、
現
存
し
な
い
音
図
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
顕
昭

の

『
古
今
集
注
』
『袖
中
抄
』
に
引
か
れ
る
教
長

『古
今
集
注
釈
』
に
見
え
る

「
カ
ケ
コ
ク
キ

・
ハ
ヘ
ホ
フ
ヒ

・
ラ
レ
ロ
ル
リ
」

の
背
後
に
あ

っ
た
と
考
え
る
、
五
十
音
そ
ろ
っ
た
音
図
が
そ
れ
で
あ
る
。
大

矢
透
も
同
様
に
こ
れ
ら
を
纏
め
て
第
九
図

「古
写
本
教
長
古
今
集
註
、
顕
昭

古
今
集
註
、
袖
中
抄
、
仮
名
日
本
紀
に
散
見
せ
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。
全

貌
は
つ
か
め
な
い
が
、
部
分
的
に

「
ア
エ
オ
ウ
イ

・
ア
カ
サ
ハ
タ
ラ
」
と
掲

げ
て
い
る
。

第
十
図

「文
治
音
図
」
は
、
『
管
絃
音
義
』
に
見
え
る
も
の
で

「
ア
ウ
イ

オ
エ
ｏ
ア
カ
ワ
サ
ヤ
ハ
マ
ラ
タ
ナ
」
。

第
十

一
図
は
、
書
写
年
な
ど
が
未
詳
の
た
め
、
名
前
に
も
元
号
は
入

っ
て

お
ら
ず
、
「文
字
反
音
図
」
と
い
う
名
で
あ
る
。
「
ア
イ
ウ
エ
オ

・
ア
カ
タ
サ

ハ
ナ
ヤ
ワ
ラ
マ
」
。
『
文
字
反
』
は
、
赤
堀
又
次
郎

『
語
学
叢
書
』
明
治
三
十

四
年
に
模
刻
さ
れ
て
い
る

（解
題
に

「
五
十
音
国
の
事
等
に
つ
き
て
論
ぜ
ん

と
す
る
輩
、
此
書
に
於
い
て
棄
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
あ
る
べ
し
」
と
あ

る
）
か
ら
、
大
矢
透
も
目
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
大
矢
透

は
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
善
臣
も
赤
堀
又
次
郎
も
、
高
山
寺
の
朱
印

が
あ
る
と
書
い
て
い
る
し
、
表
裏
二
面
と
い
う
点
も
共
通
す
る
の
で
、
同
じ

も
の
を
見
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
馬
淵
和
夫

（
一
九
九
二
）
は
筑
波
大
学
に

入

っ
た
原
本
を
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
げ
て
い
る
。

第
十
二
図
も
年
月
未
詳
で

「
醍
醐
音
図
」
。
醍
醐
寺
三
宝
院
所
蔵
の

『梵

字
伊
呂
波
』
所
載
の
音
図
で
あ
る
。
「
ア
イ
ウ
エ
ヲ

・
ア
カ
サ
タ

ハ
タ
ラ
マ

ナ
ワ
」
。
こ
れ
は
、
大
矢
透

・
山
田
孝
雄

・
馬
淵
和
夫
の
取
り
上
げ
な
い
音

図
で
あ
る
。

第
十
三
図

「
弘
安
図
」
は
、
『
阿
娑
囀
抄
』
百
九
十

一
巻

『
反
音
妙
』
の

音
図
で
あ
る
。
「
ア
イ
ウ
エ
オ

・
ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
ミ
ャ
ラ
フ
」
と
い
う
現
在

と
同
じ
配
列
の
音
図
で
、
例
え
ば

「
力
」
の
と
こ
ろ
に

「
キ
ア

・
ク
ア
」
を

書
い
て
あ
る
、
近
世
期
の
韻
鏡
で
よ
く
見
る
も
の
で
あ
る
。
大
矢
透
の
第
十

七
図

「古
写
本
反
音
抄
に
挙
げ
た
る
も
の
」
に
あ
た
る
。

第
十
四
図

。
第
十
五
図

。
第
十
六
図
は

「
元
弘
音
図
」
「
元
弘
音
図
の
二
」

「
元
弘
音
図
の
三
」
で
、
こ
れ
は
、
「
一中
歴
』
に
、

反
音
五
音
　
手
以
ア
タ
ナ
カ
マ
サ
ラ
ハ
マ
ヤ
　
為
次

心
以
ア
カ
タ
ラ
サ
ハ
ナ
ワ
マ
ヤ
　
為
次

ア
イ
ウ
エ
ヲ
カ
キ
ク
ケ
コ
サ
シ
ス
セ
ソ
タ
チ
ツ
テ
ト
ラ
リ
ロ

レ
ロ

ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
ヤ
イ
ュ
ヱ
ヨ
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
マ
ミ
ム
メ
ロ

と
あ
る
う
ち
の
、
後
二
行

「
ア
イ
ウ
エ
ヲ
カ
キ
ク
ケ
コ
…
…
」
と
あ
る
の
が
、

第
十
四
図

（大
矢
透
の
第
二
十
二
図
。
佐
藤
誠
実
も
と
り
あ
げ
る
）
で
あ
り
、



「
ア
タ
ナ
カ
マ
…
…
」
か
ら
想
定
さ
れ
る

「
ア
イ
ウ
エ
ヲ

・
ア
カ
サ
タ
ラ
ナ

ヤ
ワ
ハ
マ
」
の
図
が
第
十
五
図
、
「
ア
カ
タ
ラ
サ
…
…
」
か
ら
想
定
さ
れ
る

音
図
が
第
十
六
図
で
あ
る
。

第
十
七
図

「永
和
音
図
」
は

『法
華
経
音
義
』
の
音
図
で
あ
る
。
「
ア
イ

ウ
エ
ヲ

・
ア
カ
ヤ
サ
タ
ラ
ナ
ハ
マ
ワ
」
。
大
矢
透
第
廿
三
図
と
同
じ
く
、
田

中
勘
兵
衛
氏

の
蔵
書
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

『
法
華
経
音
義
』
は

『
醍
醐
経
音
義
』
の
名

で
、
川
瀬

（
一
九
八
二
）
の
八
九
頁
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館

（
二
〇
〇
〇
）
の
二
五
〇
頁
に
あ
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
あ
と
時
代
が
大
き
く
と
ぶ
。
「
ア
イ
ウ
エ
ヲ

ｏ
ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ヤ

ラ
ワ
」
の
音
図
が
多
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
異
な
る
図
が
少
な
く
な

っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
上
記
、
『靖
斎
翁
雑
稿
』
の
第
十
三
冊

「十
郎
」
に
は
引

く

「寛
永
版
韻
鏡
」
コ
ｍ意
考
』
『
日
本
書
紀
通
證
』
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
等
は
載

せ
な
い
の
で
あ
る
。

第
十
八
図
は

「文
化
音
図
」
。
藤
原
彦
麻
呂

（斎
藤
彦
麿
）
の

『
音
声
餘

論
』
に
載
せ
る
も
の
で
あ
る
。
「
ア
エ
イ
オ
ウ

・
ア
ワ
カ
ヤ
ハ
マ
サ
ナ
タ
ラ
」
。

彦
麻
呂
が
古
い
音
図
を
知
ら
ず
に
原
理
だ
け
で
こ
の
配
列
に
し
た
こ
と
を
、

善
臣
は

「賛
歎
す
る
に
餘
あ
り
」
と
し
て
い
る
。

第
十
九
図
は

「文
政
音
図
」
。
木
村
豊
平

『
五
十
連
音
麻
曽
鏡
』
に
載
る

も
の
で
あ
る
。
配
列
は
オ
フ
の
訂
さ
れ
た

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
ア
ヤ

行
の
イ
エ
、

ア
ワ
行
の
ウ
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

第
二
十
図

「
天
保
音
図
」
は
、
野
之
口
隆
正

『
神
字
小
考
』
の

「
古
字
」

で
書
か
れ
た
も
の
。
「
ア
イ
ウ
エ
オ

・
ア
カ
サ
タ
ヮ
ハ
マ
ナ
ラ
ヤ
」

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
命
名
法
か
ら
す
る
と

「嘉
永
音
図
」
と
で
も
呼
ぶ

こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る

『
古
史
本
辞
経
』
の
訂
正
図

（大
矢
透
は
第

丹
五
図
と
し
て
引
く
）
は
、
「
仏
家
音
図
の
次
第
に
全
く
同
く
し
て
」
、
ラ
行

と
ワ
行
と
を
入
れ
替
え
た
だ
け
な
の
で
こ
こ
に
は
引
用
し
な
い
、
と
の
こ
と

で
あ
る
。

第
廿

一
図
は

「
明
治
音
図
」
と
名
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「
東
京
の
書

津
に
購
得
た
り
し
韻
鏡
古
抄
の
古
写
本
中
に
載
在
り
し
仮
名
音
図
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
善
臣
は
こ
の
図
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
こ
と
は
な
く
、
「
明
治
音
図

補
正
」
と
い
う
改
訂
図

（「真
名
」
を
付
す
）
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
宮

内
庁
書
陵
部

の
谷
村
本

の
う
ち
、
「
韻
鏡
古
抄
」
と
い
い
そ
う
な
も
の
は

『
韻
鏡
造
閲
抄
』
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
第
廿

一
図
の
あ
と
に
総
論

。
附
論
の
よ
う
な
も
の
が
来
る
。
五
十
音

図
と
動
詞
活
用
の
関
連
に
つ
い
て
、
『
御
国
詞
活
用
抄
』
『
八
衝
疑
義
』
な
ど

を
引
用
し
て
述

べ
て
い
る
。
『
八
衝
疑
義
』
は

「漢
呉
音
図
を
著
さ
れ
し
」

太
田
全
斎
の
弘
化
四
年
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
太
田
全
斎
は
文
政
十
二

年
に
没
し
て
お
り
、
こ
の
弘
化
四
年
が
何
の
年
期
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

『
八
衝
疑
義
』
も
所
在
が
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
善
臣
の
訂
正
音
図
と
も

い
う
べ
き
も
の
を
あ
げ
た
り
、
常
用
文
字
が

「真
名
」
（神
代
文
字
）
か
ら

仮
名

へ
替
わ

っ
た
経
緯
を
考
証
し
た
り
し
て
い
る
。
（古
田
東
朔

（
一
九
七

八
）
を
も
参
照
）

こ
の
書
は

「
明
治
廿
八
年
十
月
十
七
日
校
訂
詑
」
と
し
て
終
わ
る
が
、
そ

の
後
に
、
追
加
さ
れ
た
第
廿
二
図

「
孔
雀
音
図
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
醍
醐
寺

三
宝
院
の

『
孔
雀
経
音
義
』
の
五
十
音
図
で
あ
る
が
、
「
前
年
大
矢
透
の
彼



宝
蔵
に
就
て
数
多
の
古
経
を
披
閲
し
て
希
に
見
得
た
る
音
図
に
て
、
明
治
汁

九
年
十
二
月
、
大
矢
氏
の
模
写
し
て
贈
ら
れ
た
る
」
と
あ
る
。
大
矢
透
の
第

二
図
で
あ
り
、
山
田
孝
雄
以
降
、
第

一
図
よ
り
も
古
い
最
古
の
五
十
音
図
と

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
大
矢
透
は
明
治
四
十
年
八
月
に
発
見
し
た
と
記

し
、
「大
矢
透
翁
自
伝
」
で
も
、
明
治
四
十
年
の
夏
休
み
に
京
阪
地
方
の
社

寺
を
巡
っ
た
と
あ
る
。
善
臣
は

『靖
斎
翁
雑
稿
』
の
第
二
十
二
冊

「餘
六
」

″」
、
此
図
は
大
矢
透
の
醍
醐
三
宝
院
の
経
蔵
に
就
て
写
し
来
た
れ
る
を
見
せ

た
れ
ば
写
留
め
て
後
致
に
備
ふ
る
な
り
　
（中
略
）

明
治
二
十
五
年
九

月
廿
三
日
善
臣
が
著
述
せ
る
声
之
五
十
名
に
載
在
た
る
古
哲
の
音
図
は

廿

一
図
あ
れ
ど
も
此
孔
雀
明
王
経
音
義
冊
尾
に
見
え
た
る

一
奇
図
は
い

ま
だ
見
得
ざ
り
し
　
一則
年

【十
五
年
】
の
事
に
し
て
此

一
図
を
載
漏
れ

た
り
し
は
遺
憾
少
な
か
ら
ず
　
今
明
治
の
四
十
年

一
月
此

一
奇
図
を
見

て
声
之
五
十
名
に
追
録
し
て
疎
漏
を
補
修
せ
む
と
し
て
先
此
図
様
を
訂

正
し
試
み
た
る
な
り

と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
、
谷
森
善
臣
の
五
十
音
図
研
究
を
、
歴
史
的
研
究
の
面
か
ら
見

て
き
た
。
善
臣
自
身
の
ね
ら
い
は
歴
史
的
研
究
と
言
う
よ
り
も
、
五
十
音
図

の
本
質
を
探
る
た
め
の
資
料
集
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
大
矢
透
に
繋

が
る
部
分
を
探
ろ
う
と
見
て
き
た
。
こ
こ
で
、
大
矢
透
の
挙
げ
た
図
に
つ
い

て
、
そ
れ
以
前
に
誰
か
が
指
摘
し
た
物
で
あ
る
の
か
を
見
て
お
く
と
、
大
矢

透
の
二
十
五
図
三
十
八
点

（第
九
図
に
四
点
あ
る
）
の
う
ち
、
善
臣
は
、

一
。
三

・
五

・
九
の
う
ち
三
点

。
十

。
十
三

・
十
七

・
二
十

一
。
二
十
二

・

二
十
三

・
二
十
五

・
二
十
七

・
三
十
五
の

『古
史
本
辞
経
』
に
見
え
る
二
十

八

・
二
十
九

・
三
十

一
か
ら
三
十
五
、
さ
ら
に
善
臣
の
第
六
図
と
同
じ
資
料

に
見
え
る
二
十
を
合
わ
せ
れ
ば
、
計
二
十
二
点
知

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
知
ら
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
二

。
四

。
六

・
七

・
八

。
九
の
う

ち

「
仮
名
日
本
紀
」

・
十

一
。
十
二

・
十
四

・
十
五

・
十
六

。
十
八

・
十

九

・
二
十
四

・
二
十
六

・
三
十
の
十
六
点
で
あ
る
。

中
田
祝
夫

（
一
九
六
九
）
は
、
大
矢
透
の
取
り
上
げ
て
い
な
い
五
十
音
図

に
つ
い
て
の
資
料
と
し
て
、
『
九
条
家
本
法
華
経
音
』
『
承
暦
三
年
本
金
光
明

最
勝
王
経
音
義
付
載
』
『
文
字
反
』
を
挙
げ
る
が
、
後
の
二

つ
に
つ
い
て
は
、

善
臣
が
既
に
取
り
上
げ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
善
臣
の
第
十
二
図
は
、

そ
の
後
取
り
上
げ
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
し
、
近
世
期
の
第
十
八
図
か

ら
第
二
十

一
図

（ま
た
第
二
図
）
に
つ
い
て
も
、
大
矢
透
は
指
摘
し
て
い
な

い
。善

臣
は

『
靖
斎
翁
雑
稿
』
の
第
二
十
二
冊

「
餘
六
」
に
、
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

予
婁
に
声
韻
図
致
の
稿
草
を
起
し
た
る
も
未
だ
其
功
を
終

へ
ず
　
僅
か

に
音
図
説
略
を
著
は
し
て
端
緒
を
発
し
た
れ
ど
も
亦
能
く
業
を
遂
ぐ
る

に
至
ら
ず

「業
を
遂
ぐ
る
」
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
そ
の

一
部
で
も
公
に
し

て
く
れ
て
い
た
ら
、
大
矢
透
や
そ
れ
以
降
の
研
究
も
若
干
か
わ

っ
た
も
の
に

な

っ
た
の
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
と
惜
し
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。



引
用
に
際
し
て
、
漢
字
字
体

の
変
更
、
ま
た
片
仮
名
を
平
仮
名

に
改
め
る

な
ど
し
て
い
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
大
矢
透

の
原
稿

・
旧
蔵
書
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い

る
と
言
う

（『
近
代
文
学
研
究
叢
書
二
十
八
』

一
九
六
七
）
が
、
未
調
査

で

あ
る
。
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